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４－２－４ 被害の構造に関する考察 

 

【要旨】 

事件以外の一般的な健康上・精神上の問題と、事件に関連する健康上・精神上の問題で

は、健康や精神に与える影響の大きさが顕著に異なるため、両者を峻別して分析する必要

がある。健康上の問題と精神上の問題は、相互に密接に関連・影響している。健康上の問

題にもまして、精神上の問題を抱える人の方が、日常生活に支障をきたす日数が多くなっ

ており、半数以上が抑うつ状態にある。 

事件に関連して生じた健康上・精神上の問題はともに、事件経過後 3 年未満と 3 年以上

で約 20%の差があり、時間の経過が問題を軽減する作用を持つことが示唆される。一方、

K6 による「重症精神病相当にある人」の割合については、事件後経過時間により減少する

様子があまりみられない。 

 

(１)事件との関連の有無により影響の深刻さが増減 

問 1（健康上の問題の有無）と問 2（健康上の問題と事件との関連度合い）の結果から、

「健康上の問題と事件が関連している」、「健康上の問題と事件が関連していない」、「健

康上の問題は無かった」に分類した。事件の影響と健康上・精神上の問題との関連性をみ

ることが重要である。事件以外の一般的な健康上・精神上の問題と、事件に関連する健康

上・精神上の問題では、影響の大きさが顕著に異なるため、峻別して分析する必要がある

（図表４－３７～図表４－３９）。 

事件と関連のある健康上の問題と精神上の問題は、相互に密接に関連・影響している（図

表４－３８、図表４－３９）。 

図表 ４－３７ 健康上の問題と事件との関連別、K6得点 
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図表 ４－３８ 健康上の問題と事件との関連別、精神上の問題の有無 
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図表 ４－３９ 精神上の問題と事件との関連別、健康上の問題の有無 
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(２)犯罪被害による精神的ダメージの影響の大きさ 

問 4（精神上の問題や悩みの有無）と問 5（精神上の問題や悩みと事件との関連度合い）

の結果から、「精神上の問題や悩みと事件が関連している」、「精神上の問題や悩みと事

件が関連していない」、「精神上の問題や悩みがなかった」に分類した。事件に関連して

生じた健康上の問題を抱える人よりも、事件に関連して生じた精神上の悩みや問題を抱え

る人の方が、仕事や日常生活を行えなくなった平均日数が多い（図表４－４０、図表４－

４１）。また、事件に関連して精神上の問題や悩みを抱える人の半数以上が K6 の合計値 13

点以上を示している（図表４－４２）。仕事や日常生活を行えなくなった平均日数につい

て、K6 の合計値で 13 点以上の一般対象者と被害者（Web）を比較すると、被害者（Web）

の方が仕事や日常生活を行えなくなった日数が約 60 日多くなっており、同じ重症精神障害

相当の状態でも、被害者（Web）の方が程度の深刻さが顕著である（図表４－４３）。                
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図表 ４－４０ 健康上の問題と事件との関連別、日常生活を行えなかった日数 

 平均日数

健康上の問題と事件が関連している（140） 92.8日

健康上の問題と事件が関連していない（92） 27.1日

健康上の問題はなかった（381） 12.5日  

図表 ４－４１ 精神上の問題と事件との関連別、日常生活を行えなかった日数 

平均日数

精神上の問題や悩みが事件と関連している(120) 102.1日

精神上の問題や悩みが事件と関連していない(104) 29.8日

精神上の問題や悩みはなかった(392) 12.0日  

図表 ４－４２ 精神上の問題と事件との関連別、K6得点 
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図表 ４－４３ 被害者（Web）・一般対象者別、K6得点と日常生活が行えなかった日数の関

係 

【被害者（Web）】          【一般対象者】 

平均日数

13点以上(109) 109.6日

7～12点(175) 24.5日

0～6点(370) 15.5日    

平均日数

13点以上(29) 40.6日

7～12点(117) 9.5日

0～6点(554) 3.6日  
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(３)健康・精神状態と時間との関係 

事件に関連して生じた健康上の問題、精神上の問題はともに、事件経過後 3 年未満と 3

年以上で約 10%の差がある。時間の経過が、事件と関連する健康上・精神上の問題を軽減

する作用を有することが示唆される（図表４－４４、図表４－４５）。一方、重症精神障

害相当の状態にある人（K6 で 13 点以上）とそれ以外の人との間に、事件後経過時間による

大きな差はみられない（図表４－４６）。 

図表 ４－４４ 健康状態と事件後経過時間との関係 
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図表 ４－４５ 精神状態と事件後経過時間との関係 
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図表 ４－４６ K6得点と事件後経過時間との関係 
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